
門
到

…

馴
一

F

l

I
i

i

l

I

』

◇
奈
良
大
学
史
学
会
総
会

六
月
四

日

(月
)
、
本
学

に
お

い
て
、
第
二
十
五
回
奈
良
大
学
史

学
会
総
会

を
行

っ
た
。
二
〇
〇
六
年
度

の
決
算

・
会
計
監
査
報
告
及

び
事
業
報
告
が
行
わ
れ
、

つ
い
で
二
〇
〇
七
年
度
の
役
員
人
事
案

・

事
業
計
画
案
と
そ
れ
に
伴
う
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

二
〇
〇
七
年
度
の
役
員
は
以
下
の
通
り
。

▽
会
長

丸
山

幸
彦

▽
副
会
長

佐
々
木

克

▽
教
員
委

員

(編
集

・
会
計
)

足
立

広
明

(交
換
)

森
田

憲
司

(監
査
)

鎌
田

道
隆

青
木

芳
夫

▽
学
生
委
員

(代
表
)

田
中
孝
太
郎

(副
代
表
)

大
山

侑

一

(青
垣
祭
企
画
実
行
局
長
)

福
井

涼
子

(総
務

・
広
報
局
長
)

手
嶋

幸
子

(四
回
生
委
員
)
田
中
孝
太
郎

中
村

裕
明

舩
石

佳
彦

増
田

真
吾

(三
回
生
委
員
)
岡
部

愛

静
屋
沙
代
子

福
井

涼
子

森
田

隆
寛

(二
回
生
委
員
)
伊
藤

正
尋

伊
藤

加
藤

啓
祐

志
磨
村
太

一

下
元

野
崎

千
裕

吉
川

神
奈

(
一
回
生
委
員
)
梅
谷

祐
舗

大
前

拓
也

小
野
真
理
子

金
岡

初
奈

北
井

涼
子

坂
本

真
菜

鈴
木
恵
梨
香

中
原

大
典

山
本

洋
光

日
比
野
希
由

中
澤
由
香
里

美
怜

大
山

侑

一

美
輝

手
嶋

幸
子

小
田

好
恵

木
下

了
保

前
田

拡
志

◇
特
別
講
義

六
月
四
日

(月
)、
史
学
会
総
会
に
引
き

続
き
、
特
別
講
義
が
行

わ
れ
た
。
講
師

・
演
題
は
以
下
の
通
り
。

愛
宕

元
氏

(京
都
大
学
名
誉
教
授
)

「中
国
の
陵
墓
に
つ
い
て
」

六
月
二
五
日

(月
)
特
別
講
義
が
行
わ
れ
た
。
講
師

・
演
題
は
以
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下
の
通
り
。

渡
辺
晃
宏
氏

(奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
長
)

「木

簡
か
ら
平
城
京
を
読
む
」

◇
青
垣
祭

毎
年
恒
例
と
な

っ
た
青
垣
祭

(学
園
祭
)
で
の
展
示
発
表
は
、
本

年
度

「三
大
太
郎
が
ゆ
く
～
昔
話
の
裏
側
～
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

「昔
話
の
歴
史
的
解
釈
」
を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
た
。
浦
島
太
郎
、

金
太
郎
、
桃
太
郎
の
三
つ
の
昔
話
を
三
大
太
郎
と
定
義
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
物
語
の
起
源
や
物
語
に
影
響
を
与
え
た
歴
史
背
景
を
調

べ
た
。
会
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
昔
話
の
浮
世
絵
や
絵
巻
物
な
ど
を

展
示
し
、
さ
ら
に
日
本
地
図
上
で
各
地
に
伝
わ
る
異
な

っ
た
伝
説
を

紹
介
し
て
現
在
に
伝
わ
る
話
と
の
違

い
が

一
目
で
分
か
る
よ
う
に
し

た
。
ま
た
、
竜
宮
城
や
鬼
ヶ
島
な
ど
の
想
像
上
の
場
所
を
再
現
し
た

ミ
ニ
チ

ュ
ア
な
ど
も
解
説
付
き
で
展
示
し
、
小
さ
い
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
非
常
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
え
た
。
十

一
月

一
日

(木
)

か
ら
十

一
月
三
日

(土
)

の
三
日
間
で
延

べ
人

の
来
場
者
が
訪
れ

た
。ご

協
力

い
た
だ

い
た
方

々
に
は
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

◇
体
験
ツ
ア
ー

今
年
の
体
験

ツ
ア
ー
は
、
十

一
月
二
十
三
日

(金
)
に

一
、
二
回

生
を
中
心
に
企
画
し
た

「長
谷
寺
見
学

ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
た
。
紅

葉
の
美
し

い
長
谷
寺
周
辺
を
、
学
生
委
員
の
解
説
を
交
え
て
散
策
し

た
。

◇

「史
学
会
会
報
」
等
の
発
行

奈
良
大
学
史
学
会

の
活
動
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
「史
学
会
会
報
」

を
五
月
、
六
月
、
十
月
、
十
二
月
に
発
行
し
、
史
学
会
の
企
画
案
内

や
季
節
の
話
題
等
を
掲
載
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
も

一
回
生
を
対
象
に
、
来
年
度
以
降
の
講
読

・
ゼ

ミ
を
決
定
す
る
上
で
の
参
考
資
料
と
し
て
、
各
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学

生
の
執
筆
に
よ
る

「講
読
紹
介
」
を
発
行
し
た
。

平
成
十
八
年
度
史
学
科
卒
業
論
文
題
目

【日
本
史
】

造
酒
司
の
基
礎
的
考
察

厳
島
神
社
の
神
仏
習
合
に
つ
い
て

勘
解
由
使
停
廃
を
め
ぐ
る
諸
問
題

會
田

朋
子

石
井
創
次
郎

岩
村

彩
子
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後
宮
十
二
司
に
つ
い
て
の

一
考
察

ー
解
体
と
残
存
の
理
由
ー

藤
原
仲
麻
呂
の
政
策
に
つ
い
て
の

一
考
察

藤
原
緒
嗣

の
研
究

日
本
古
代

の
駅
制

・
伝
馬
制
に
つ
い
て
の
考
察

古
代
医
療
制
度
に
つ
い
て

蝦
夷
の
呼
称
と
意
義

大
町

圭
司

長 田 田 木 神
屋 中 中 本 谷

美 孝 緒 伸
徹 穂 明 嗣 久

 

律
令
制
下

に
お
け
る
郡
司
任
用
基
準
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て

西
野

古
代
に
お
け
る
陵
墓
管
理
の
変
遷

畠
山

ー
延
蒔
諸
陵
寮
式
成
凱
過
程
を
中
心
に
ー

古
代
軍
事
制
度
の

一
考
察

原

ー
律
令
制
軍
団
の
成
凱
に
つ
い
て
ー

藤
原
仲
麻
呂
と
祥
瑞

陰
陽
寮
の
成
立
を
巡

っ
て

行
基
の
救
済
活
動
に
つ
い
て
の

一
考
察

大
仏
造
立

に
つ
い
て
の
考
察

源
高
明
の
生
涯

平
安
時
代
初
期
の
式
部
省
と
兵
部
省

の
関
係
に
つ
い
て

真
洗 央

 

崇

水 松 古 福 平
巻 本 谷 本 田

友 寛 隆 真
希 之 志 衣 務

 

柳
瀬

真
理

日
本
古
代
の
喪
葬
儀
礼
に
つ
い
て

九
世
紀
の
皇
后
の
変
質
に
つ
い
て

ー
仁
明
朝
以
降
の
白E后
不
在
理
由
を
中
心
に
ー

☆

☆

☆

醍
醐
寺
領
越
前
国
牛
が
原
荘
に
つ
い
て

ー
牛
が
原
荘
の
転
換
期

・
滅
亡
期
ー

中
世
都
市
鎌
倉
の
発
展
に
つ
い
て

山
本

美
穂

吉
村

知
香

伊
井

祐

一

宇
野
か
お
る

1
稲
瀬
川

・
滑
川

の
湊
か
ら
和
賀
江
島
築
港

の
意
義
を
問
う
ー

土
佐
国
の
交
通

・
交
易

-
幡
多
地
方
に
み
る
交
通

・
交
易
の
発
展
史
i

自
然
法
爾
の
世
界
観

日
本
史
中
世
世
界
に
お
け
る
奈
良
町

ー
経
覚
私
要
紗
に
見
る
交
易
の
品
々
1

湖
上
交
通
の
発
展
と
近
江
の
経
済
活
動

中
世
荘
園
に
お
け
る
悪
党
の
発
生
に
つ
い
て

ー
丹
波
国
宮
田
荘
に
お
け
る
悪
党
発
生
の
要
因
ー

中
世
に
お
け
る
刀
指
し

木
曽
義
仲
再
評
価
論

讃
岐
の
中
世
荘
園
に
つ
い
て

1
長
尾
庄
の
成
立
と
領
有
変
遷
1

大
谷

慧

斉
藤

正
弘

高
羽

将
人

長
尾

梓

野
村

直
道

菱
田

真
由

松
岡

新
也

森
下

勝
弘
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一
遍
上
人
に
つ
い
て

山
内

ー
捨
聖
の
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
1

鎌
倉
時
代

に
お
け
る
北
条
氏
に
よ
る
執
権
政
治

に
つ
い
て渡

邊

☆

☆

豊
臣
秀
長

に
つ
い
て

ー
そ
の
家
臣
を
中
心
に
ー

島
津
家
と
豊
臣
政
権

-
義
久
と
義
弘
と
国
兼
ー

嶋
左
近
清

興
に
つ
い
て

戦
国
期
近

江
の
流
通
に
つ
い
て

1
千
草

・
八
風
街
道
、

加
藤
清
正

に
つ
い
て

☆

愛
亮
太

浅
田

浩
樹

岩
元

俊
隆

上
田

遼

尾
上

勇
人

桑
名

に
お
け
る
商
人
宿
を
中
心

に
1

小

原

-
朝

鮮
侵
略

の
経
緯

・
殺
毅
行
為

を
中
心
と
し

て
ー

瀬
戸
内
の
海
賊
村
上
水
軍

高
松

-
来
島
村
上
氏
の
厳
島
合
戦
の
参
加

・
非
参
加
を
中
心
に
1

天
守
の
成

立
過
程
に
つ
い
て

中
谷

-
安
土
城
天
セ
の
造
営
-

中
世
戦
国
時
代
の
堺
に
つ
い
て

成
田

-
中
世
場
の
水
運
の
発
展
を
支
え
た
村
L
氏
と
諸
地
域
1

葉
幸
弘

青
史

竹
志

中
世
に
お
け
る
自
害
に
つ
い
て

ー

『太
平
記
』
を
中
心
に
1

文
禄
の
役
と
島
津
氏
に
つ
い
て

大
谷
吉
継
に
関
す
る
考
察

-
九
州
征
伐

・奥
羽
仕
置
の
視
点
か
ら
1

魚
津
城
の
戦

い
に
つ
い
て

戦
い
の
検
証
と
越
中
国
人
の
動
向
ー

三
好
長
慶
政
権
に
つ
い
て

☆

☆

☆

西
岡

一
彦

西
岡

広
山

前
田

学

宮
崎

琢
也

吉
田

正
志

江
戸
時
代
中
後
期
に
お
け
る
虫
と
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

ー
都
市
の
文
化
を
中
心
と
し
て
1

青
山

雄
太

近
世

・
近
代
に
お
け
る
姫
路
城
の
修
築
に
つ
い
て

石
野

裕
也

徳
川
家
康
の
大
御
所
政
治

に
見
る
西
日
本
統
制

伊
藤

剛
史

近
世
上
方
歌
舞
伎
に
お
け
る
芝
居
と
観
客

の
関
係
に
つ
い
て

植
田
真
希
子

近
世
中
期
以
降

の
北
摂
地
域
に
お
け
る
地
域
産
業

の
性
格
と

そ
の
変
化

大
塩

敏
典

十
七
世
紀
後
半

の
備
前
百
間
川
、
沖
新
田
造
成
に
お
け
る

岡
山
藩
、
指
導
層

の
動
向

大
野

正
晴
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寛
政
以
降
の
見
立
番
付
に
お
け
る
名
古
屋
文
化
の
形
成

加
藤

嘉

一

江
戸
時
代
に
お
け
る
小
鳥
と
の
共
生
と
飼
育
文
化
の
形
成川

崎

恵
美

「鎖
国
」

に
見
る
江
戸
幕
府
の
支
配
体
制

肥
塚

和
弥

江
戸
中
期
以
降
の
衣
服
の
色

・
模
様
か
ら
見
る
庶
民
生
活
の

多
様
化
と
流
行

近
間
奈
津
美

江
戸
幕
府

の
日
露
交
渉
と
外
交
意
識
の
変
質

名
和

義
幸

宝
暦
以
降

の
知
立

「御
祭
礼
」
に
み
る
住
民
意
識

西
川

紗
知

近
世
中
期
以
降
の
江
戸
に
お
け
る
料
理
茶
屋
の
発
展
と

食
文
化
の
形
成

近
世
後
期

に
お
け
る
登
山

の
多
様
化
と
地
域
社
会

伊
能
忠
敬
全
国
測
量
事
業
と
支
援
体
制
の
変
化

近
世
前
期

に
お
け
る
長
崎

の
行
政
と
都
市
形
成

天
保
期
の
大
坂
に
お
け
る
民
衆

の
動
向
と
社
会
不
安

近
世
後
期

の
食
事
観
に
み
る
都
市
社
会
の
実
相

『都
林
泉
名
勝
図
会
』
に
見
る
社
寺
庭
園
の
名
所
化
と

庶
民
の
観
賞

近
世
大
坂

の
都
市
化
と
近
郊
農
村
の
変
化

-
青
物
売
買
を
通
し
て
i

東
岡

良
典

丸
尾
可
奈
子

宮
本

駿

安
永

和
樹

山
岡

文
美

山
口

英
之

山
本
奈
央
子

龍

悦
子

江
戸
時
代
の
民
間
療
法
に
み
る
信
仰
と
施
療

☆

☆

☆

江
藤
新
平
の
思
想
と
行
動

-
民
法
典
編
纂
事
業
か
ら
み
る
江
藤
の
思
想
-

軍
港
呉
の
展
開
と
終
焉

ア
ジ
ア

・
太
平
洋
戦
争
と
国
民

-
戦
争
責
任
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
た
か
ー

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
時
の
ス
ポ
ー
ツ

兵
庫
県
に
お
け
る
米
騒
動
の
展
開

二

・
二
六
事
件
に
つ
い
て

太
平
洋
戦
争
と
教
育

金
子
み
す

、・
の
世
界

西
南
戦
争
に
お
け
る
薩
摩
軍
事
情

i
明
治
維
新
と
西
郷
隆
盛
の
世
界
-

昭
和
初
期
の
農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動

-
奈
良
県
の
事
例
を
中
心
に
1

川
上
音
二
郎

の
履
歴
書

長
野
県
に
お
け
る
教
育
と
教
育
会
活
動

-
信
濃
木
崎

・木
曽
両
夏
期
大
学
を
中
心
に
1

吉
田
松
陰

の
遊
学

浅
野

祐
喜

池
上
太

一
郎

石
原

章
裕

岩
井

奉
子

中 田 鈴 進 島 内
村 村 木 藤 谷 海

葉 伸 祐 幸 聖
肚 子 樹 子 佑 士
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中
村
真
理
子

新
田
裕
美
子

原

誠

樋
口

恭
士



太
平
洋
戦
争
と
学
生

近
代
日
本

の
町
村
合
併

-
奈
良
県
に
お
け
る
被
差
別
部
落
を
め
ぐ
っ
て
1

自
由
民
権
期
に
お
け
る
憲
法
思
想

近
代
日
本

に
お
け
る
自
転
車

の
歴
史
に
つ
い
て

ー
堺
の
自
転
車
工
業
を
中
心
に
-

日
本
国
憲
法
に
つ
い
て
の
考
察

近
代
綿
糸
紡
績
業
と
女
工

i
奈
良
県
を
中
心
に
ー

【東
洋
史
】

運
軍
と
私
貨

明
末
に
お
け
る
民
衆

の
闘
争

-
織
傭
の
変
と
蘇
州
と
い
う
地
域
に
つ
い
て
1

元
代
広
州

に
お
け
る
南
海
貿
易

1

「大
徳
南
海
志
」
よ
り
見
た
貿
易
ー

☆

☆

☆

秦
の
滅
亡
と
趙
高

ー
趙
高
の
復
讐
1

森
本

康
太

山
本

直
哉

山
本

憲
和

多
田

直
人

田
中

秀
実

山
口

拓
郎

岩
崎

和
外

田
島

彰
裕

三
浦

紘
史

東

裕
希

吐
蕃
王
国
成
立
期
に
お
け
る
国
内
統
治
策

岩
坪
あ
か
ね

1
宰
相
ガ
ル
を
中
心
と
す
る
1

望
楼
建
築
よ
り
見
た
豪
族
生
活
の

一
考
察

小
野
原
俊
樹

古
代
中
国
に
お
け
る
神
話
の
存
在
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て川

原
美
智
代

中
国
古
代
に
お
け
る
商
人
の
諸
形
態

北
口

康
寛

金
庚
信
将
軍
を
通
し
て
み
た
統

一
新
羅
成
立

に
つ
い
て

西
尾

秦

・
漢
時
代
の
奴
隷
に
つ
い
て

廣
野

i
財
政
政
策
に
見
る
そ
の
存
在
価
値
と
は
1

漢
代
に
お
け
る
酷
吏
の

一
考
察

福
田

東
南
ア
ジ
ア
世
界
の
交
易
に
つ
い
て

藤

-
港
市
国
家
扶
南
が
他
国
と
関
わ
る
理
由
ー

漢
代
の
易
に
関
す
る

一
考
察

西
晋
武
帝
期
に
お
け
る
後
嗣
問
題
を
め
ぐ
る
抗
争
に
つ
い
て

矢
頭

睡
虎
地
秦
簡
か
ら
み
た
秦

の
南
方
支
配

山
田

ー
秦
と
楚
の
暦
を
手
が
か
り
に
ー

三
国
時
代
に
お
け
る
兵
法
に
つ
い
て

勝
瀬

佑 浩 仁 啓
樹 之 美 智
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間
島
多
佳
子

原 昌
野 樹

 

俊
介



【西
洋
史

】

葬
祭
文
学
か
ら
み
る
太
陽
神
ラ
ー
信
仰
と
オ
シ
リ
ス
信
仰
の

誕
生
と
関
係

石
倉

典
子

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
在
地
社
会
の
変
容

ー

エ
ド
ブ
の
事
例
を
中
心
に
ー

石
田

真
衣

古
代
ロ
ー

マ
の
食
文
化

加
護
え
り
奈

-
占
代
ロ
ー
マ
の
文
学
作
品
か
ら
見
る
食
の
風
景
1

古

典

期

に

お
け

る

ア

テ

ナ

イ

人

と

秘

儀

宗

教

川

谷

ー

エ
レ
ウ
シ
ス
の
秘
儀
を
具
体
例
と
し

て
ー

ハ
ト

シ

ェ
プ

ス

ト

と

ト

ト

メ

ス
3

世

の
統

治

に

つ

い
て

ー

ア
ク

エ
ン
ア
テ

ン
の
改
革

の
末
端
と
し

て
ー

オ

ス

マ
ン
帝

国

の
支

配

・
宗

教

・
社

会

ー
ト

四
～
レ

六
世
紀

の
バ

ル
カ

ン
を
中
心

に
1

古

代

に

お

け

る

プ

ラ

ト

ン
思

想

と

、

近

代

に

お
け

る

そ

の
解

釈

の
変

遷

に

つ

い

て

古

代

エ
ジ

プ

ト

人

の
宗

教

観

と

ミ
イ

ラ

に

つ

い
て

緑

佐
藤

友
治

高
谷

有
紀

西
野

晶
洋

長
谷
川
洋
平

ー

死
者

儀
礼
と
ミ
イ

ラ
づ
く
り

の
動
機

か
ら
の
考
察
ー

ビ

ザ

ン

ツ
帝

国

と

ハ
ギ

ア

・
ソ

フ

ィ

ア

濱

田

美

子

エ
ジ

プ

ト
古

王

国

時

代

に
お

け

る
ピ

ラ

ミ

ッ
ド
複

合

体

に

つ

い

て

ー

そ

の
機
能
と
役
割
ー

林

加

奈

子

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
同
性
愛
の
実
態
と
女
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て

原
田

麗
子

古
代

エ
ジ
プ
ト
第

一
中
間
期
の
研
究

前
田

倫
男

-
人
間
の
思
想
と
そ
の
変
化
1

☆

☆

☆

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
ウ
ィ
ー
ン

以
倉

由
莉

l
f
八
世
紀
以
降
の
都
市
と
文
化
を
中
心
に
ー

ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
歴
史
的
展
開

伊
藤

繁

i
西
欧
中
世
に
お
け
る
教
会
建
築
-

西
欧
中
世
の
ペ
ス
ト
流
行
の
歴
史
的
展
開
に

つ
い
て

奥

健
太
郎

テ
ユ
ー
ダ
ー
朝
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
絶
対
王
政
の
発
展
に
つ
い
て

宿

恵
介

レ
コ
ン
キ
ス
タ
の
展
開
に
つ
い
て

高
田

康
弘

西
欧
中
世
庶
民
の
日
常
生
活
に
つ
い
て

丹
生

真
里

近
世

ロ
シ
ア
に
お
け
る
西
欧
化
政
策

千
葉
美
保
子

ー
十
七
世
紀
初
期
ロ
マ
ノ
ブ
朝
を
中
心
に
1

西
欧
中
世
の
騎
士
階
級
の
変
遷

中
川
真
理
子

☆

☆

☆

『
ウ
ォ
i

・
ギ
ル
ド

・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に

関
す
る

一
考
察

井
上

敏
孝
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
都
市
と
環
境
問
題

太
田

-
日
本
は
環
境
先
進
国
ド
イ
ツ
か
ら
何
を
学
ぶ
か
ー

マ
ヤ
文

明

に

関

す

る

一
考

察

-
古
典

期

マ
ヤ

の
王
権
強
化

に

つ
い
て
ー

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

の
教

科

書

に

み

る
第

二
次

世

界

大

戦

十

九

世

紀

の

パ

リ

ー

そ
の
歴
史
と
変
遷
-

日
本

の
世

界
自

然

遺

産

-

人
間
と

の
関
係
ー

ペ

ル

ー

・
ア

ン
デ

ス

の
農

業

景

観

ー

ア

ン
デ
ネ

ス
の
文
化
的
価
値
ー

晶
子

鈴
木

裕
美

竹
政

俊
和

谷
村

智
哉

松
村

豪
之

森
西
ま
ど
か

平
成
十
八
年
度
文
学
研
究
科
修
士
論
文
題
貝
史
学
関
係
)

五
月
五
日
節
日
考

奥
山

大
石

近
世
後
期
に
お
け
る
奈
良
の
行
政
と
奉
行
の
役
割

白
水
伊
代
里

1

『軍
府
記
事
』
を
中
心
と
し
て
ー

近
代
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
音
楽
の
成
立
と
展
開

山
賀
智
佳
子

秦
漢
時
代
の
史
の
変
遷

-
令
史
の
職
能
を
手
が
か
り
に
1

日
本
古
代
奴
碑
制
の
解
体
過
程
に
つ
い
て

延
暦
年
間
以
降
の
浮
浪
人
政
策
に
つ
い
て
の

一
考
察

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
文
化
遺
産
と
地
元
住
民

近
世
後
期
の
時
壇
関
係
を
め
ぐ
る
権
力
と
寺
院

ー
京
都
を
中
心
に
ー

吉
川

佑
貴

上
田

修
平

荻
野

弘
喜

清
水
奈
都
紀

林

宏
俊
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